エイゴ オンセイガク ノジュギョウ オ コウサツ スル : ホジョ キョウザイ ノ ヤクワリ by 長谷川 博 & Hiroshi Hasegawa
KANSAI GAIDAI UNIVERSITY
英語音声学の授業を考察する : 補助教材の役割
著者 長谷川 博
雑誌名 関西外国語大学教育研究報告
巻 2
ページ 1-14
発行年 2001-08
URL http://id.nii.ac.jp/1443/00005684/
関西 外 国語大 学 教 育研 究報告 第2号(2001年8月)
KansaiGaidaiEducationalResearchandReport,No.2(Aug.2001)
英語音声学の授業を考察する
補助教材の役割
長谷川 博
1.は じめ に
本学 の短期大 学部 で、1995年度 か ら 「英語音声学」(必修科 目)を 担 当 して、1998年度 まで
の4年 間に使 用 して きた教科書 は、r音声英語 の理論 と実践』 その他3冊 で、 テキス トの主 な
項 目は、 「発声器官」 「母音」 「子音」「ア クセン トと リズ ム」「音声 変化」(「連結 ・同化 ・脱落
現象」)「音調」であ った。
(注)穂谷学舎でも英語音声学を担当 したが、年によりクラス数やクラスサイズが異なったので、
ここでは、クラス数や学生数に大差のない片鉾学舎の授業実践の報告である。
授業展 開 としては、発声器官 の名称等 を学習 した後 、カセ ッ ト・テー プの助けを借 りて/i:/
を含む単語(eat,see,etc)約15語を練 習、続 いて/i/を含む単語(inn,fit,etc)を同 じよ うに15語
ほ ど練習 し、そ の違いを理解 ・習得 させ るために、2音/i:/と/i/を含む単語 、す なわ ち、対
比に よる最小対語(heat-hitetc)の練習 を行 な った後、/i:/と/i/をで きるだ け多 く含む長 さ10
語程度 の文を5文(一 例Theteacherhasbeenillforthreeweeks.)を練習。 このよ うに単母
音12、二重 母音8[米 語9]、 子音24を順序 に従 って練習 を して、次の学習項 目に移 るよ う
に テキ ス トは構成 されていた。
(注)発音記号[i]に関 しては、3「 補助教材」(発音指導)の 項で述べる。
科 目の性質上 多 くの練習を欠か せないので あるが、「練習 が単調 で、授業が退屈 であ る」 と
の声を ときどき耳にす ることがあ った ので、三年 目の最後 の授業で学生 の授業に関す る感想を
求めた。そ の中で最 もシ ョッキン グのものは単語に関す るもので、個 々の単語 の発音練習だけ
で な く 対比、短文、対話を含めて 単語に関す る練習 の占め る割合は テキ ス ト全体 の38
パ ーセン トであ ったに もかかわ らず 、単語 の発音 に 「かな り自信が持 てる」(13%)、「あ る程
度 自信が持て る」(19%)、「あま り自信 が持 てない」(21%)、「どちらとも 言え ない」(47%)
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であった。このような結果が出たわけだけれども、この時期にはすでに次年度の教科書は決定
していたので変更するわけにもいかないから、確認の意味で四年 目の授業は進行 したのである。
そこで、大学英語教科書協会に所属する出版社から 「音声学」に関するテキス トを何冊も取 り
寄せたのであるが、当然のことながら、「音声学」と名のつ くテキス トはどれ も単語の練習に
多 くのスペースを割いていた。ちなみに、これまでに採用 したテキス ト4冊の平均として、単
語が占める割合はテキス ト全体の40%である。
またこの頃に、英語科教育法やComprehensiveEnglish担当者から 「最近の学生は発音記号
も読めない」とい う声 もよく耳にしたので、学生に授業に関する感想を求めた中に 「発音記号」
など音声に関する調査もした。この調査結果も考慮 して教科書の決定に至るのである。
2.教 科書決定 に至 る
そこで、これまでの3年間の授業形態を 「初心」に戻 り考え直 してみて、次のような結果が
得られた。
1)学生の単語の発音が正確 ・上手になり、また聞 く力 ・話す力がつ くことを 目標として授
業が展開 したのであるが、そのために 「練習また練習」と練習に力点を置き過ぎ、授業
が単調になったことは否定できない。
2)それぞれの学習項 目を追 う余 り、とにか くテキス トを終えることに注意が注がれすぎた
きらいがある。
3)テキス トを教えることを重視 して、テキス トで教えることをなおざりに していた。
4)必要に応 じて、もっと補助教材を授業に活用すべきだった。
そこで思い出されるのは、R.KingdonがEπg1勅動競 α劾πP猶α6≠初 のintroduction(p.xiii)
の中で述べている言葉である。
「外国人の発音が正確で強勢や音調が不正確な方より、発音が(許 容範囲内で)拙 くても、
強勢や音調が正 しい方が、英語を母国語とする者には理解 しやすい」
上記1)～4)の 反省点をふ まえ、1999年度 のテキ ス トは これ まで とは まった く異 なった テ
キ ス トを使用 す るこ とに な った。 テキス ト名 は 『英語 の リズムと リスニン グ』(英宝社)で あ
る。
このテキ ス トは20課で構成 されてお り、各課は6つ のセ クシ ョンか らな り、奇数課 と偶数課
では セ クシ ョン(3)で 扱 う題材が異 な り、他 のセ クシ ョンはほぼ 同 じであ る。
(1)Illustration
イ ラス トを見 なが ら、短い英文を テープで聞 き、英文がイ ラス トと一致す るか ど うかを確認
す る。 なお英文 の一部が空 白に なっていて、そ こに入 る英語を補 う形式に なってい る。
一2一
英語音声学の授業を考察する
(2)Conversation
20行前後 の短い英会話文が テキ ス トに示 されていて、そ のあ とに2種 類 の問題があ る。1つ
はListeningComprehensionで、 もう1つ はMultipleChoiceComprehensionである。前 者
は英文が5つ 示 されてあ り、そ の英文が会話文 の内容 と一致す るか ど うかを確認す るもので、
後者は設問だけが テキ ス トにあ り、 テープで3つ の選択肢を聞いて、 どれが正 しいかを選択す
るものであ る。
(3)Rhythm
奇数課では、英語 ら しい リズムを習得す るため の題材が提示 されてい る。す なわ ち、英語 の
リズムで重要 な働 きをす る文強勢、機能語 の弱形、語間 の連結、縮約形 などを扱 う。
偶数課 では、QuestionFormationを行 な う。短 い英文 をテ ープで聞 き、そ の英文 を引 き出
す よ うな疑問文を作 る。文 のどの部分を変え、 どの疑問詞を使 うかは、 テキ ス トに示 されてい
る。
(4)MultipleChoiceListening
男性 と女性 の1回 ずつ の対話文を聞いて、そ の内容を理解 してい るか ど うかを確認す る。対
話文 と設問を テープで聞 き、 テキ ス トに書いてあ る4つ の選択肢か ら答 えを選ぶ。TOEFLや
英検等で見かけ る形式 の問題であ る。
(5)Translation
男性 と女性 の1回 ずつ の対話文や2、3行 の短いパ ッーセジを 日本語に通訳す る。完壁で な
くて もよ く、英語 の意味をおお よそ伝えていれば 「よ し」 とす る。
(6)Expression
2人一組に なって、 テキ ス トに提 出されてい る トピックについて14行程度 の会話文を書 く。
これは宿題であ る。
3.補 助 教 材
上 のテキ ス トでは 「英語音声学」 の授業 と しては不十分であ るか ら、適宜必要に応 じて、 プ
リン トをは じめ と して、補助教材で補 う。 これが授業 の展開に大 きな役割を果たす ことに なる。
そ のことに関 して順次説 明す ることにす る。
1)発音解説
rロイヤル英和辞典』の 「発音解説」(pp.2068～2074)から 「発音器官」「有声音と無声音」
「子音」(上記の有声音か無声音の区別のほか)発 音器官のどの部分(調 音点)を 用い、どの
ように発音す るのか(調 音方法)に よって、次のように分類される。「子音分類表」a)閉 鎖
音、b)摩 擦音、c)破 擦音、d)側 音、e)鼻 音、f)半 母音。そ してこれに続 くそれぞれ
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の音と特徴、特に 「閉鎖音」では、 日本語の無声閉鎖音 と異な り、[p]、[t]、[k]の次に強勢の
ある母音が続 くときには、[ph]、[th]、[kh]のように気音を伴 って強 く発音される説明があ り、
その後に24の個々の子音を順に調音器官を示す図と共に数語を示 してある。
続いて 「母音」は、舌の高さの程度や口の開きぐあいで分類され、母音を表す発音記号を発
音時の舌の位置と高さをもとに9つ に仕切った四角形の図[米 音 ・英音]が 示 してあ り、それ
に参考として 日本語の母音の舌の位置も示され、その後に短母音や長母音の発音の際の口の形
を示す図と共に各々の母音を含む単語が数語があげられ、二重母音、三重母音と説明が続 く。
なお、三重母音に関 しては[二重母音+/o(r)/]のように発音されるので、三重母音と認めな
いのが最近の考え方である。以上、概説 した後、次の2)に 移る。
2)子音の特徴
上記をより具体的に説明するものとして、藤井 『現代英語発音の基礎』(子音、pp.138～140)、
松坂 『英語音声学入門』(子音、pp.64,65;pp.74,75)から詳述する。
まず英語子音の発音は、口の構えに(1)閉 鎖[狭 窄](2)持 続(3)開 放とい う3
つの過程がある。(1)で両唇を閉 じ[狭め](2)で 呼気圧を高め(3)で その高めら
れた呼気を急激に開放する。英語子音発音の特徴は(2)の 持続過程が長 くここで著 しく呼
気圧を上げて、後の母音の頂点へ向けて鋭 く開放するための力の 「タメ」をつ くることにある。
一方、 日本語子音の特徴は閉鎖 ・狭窄の構えはきわめて軽 くし、できるだけ素早 く後の母音に
移る点にある。
3)引 く母音 ・とめ る母音
次に母音であ るが、 これ も藤井 『現代英語発音 の基礎』(pp.174,175)から、一覧表に して 日
本語 と関連 させて説 明をす る。
次 の一覧表で例えば、(アー )/α:/の場合な ら、car;arm;star;parkなどの母音であ る。 アー よ り
もっとよ く口を開け、喉を よ く広げて声をだす のが秘訣。つ ま り喉を きれいにす るために水 な
どを含んで うがいをす るときの声 の出 し方 と同 じ気持 ちで、喉 の奥 のほ うか ら声を 出す とす っ
か り英語 ら しくなる。以下、残 りの母音について も説 明が続 く。
引 く 母 音 声 と め 母 音
日
本 アー イー ウー 工一 オー なし アッ イッ ウッ エツ オッ なし なし
量五
口口
英
α: 1: u: なし つ: e: 〈 i u e つ お e
量五
口口
(図1)
簡略記号:/i/、精 密記号:/1/
簡略記号:/u/、精密記号:/1/
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4)発 音指導
(1)/i:/と/1/、/i/
Longman英 と ライ トハ ウスや ニュープ ロシー ド英和 では、/i:/と/1/および/i/を、
Cambridge英英 では/i:/と/1/を使用 しているけれ ど、 その他 の英和辞典 においては、/i:/と
/i/だけ しか使用 していない。/i:/と/i/は、発音 の仕方 も音 質 も違 う別種 の音であ るが、 こ
のよ うに表記す るとこの2つ が 同 じ音質で、長 さだけが違 うよ うに思われ るので/1/を使用す
る方が、 日本語を母国語 とす る者には適当であ る。
そ こで次に、/i:/と/1/を含 む単語 の練 習(例 、heat-hit)であるが、/1/は 「イ」 と 「エ」
のほぼ中間音であ るとテキ ス トや辞書には説 明 してあ るけれ ども、差をは っき りとさせ るため
には、/i:/,/1/,/e/の3つ音を含む単語,例 えば、beat-bit-betを聞かせて、差を理解 させ
てか ら、繰 り返 し言わせ る。 も う一層完全 を期すため には、beat-bit-betの後 、す ぐにbet-
bit-beatと逆戻 りす ると差 が よ り明瞭にな り、その後折 に触れ て注意 を してい る うちに/1/を
含む単語 の発音が正確に なって くる。
(2)/r/と/1/
また、 日本人が苦手 と している発音/r/と/1/に 関 しては、 日本語 の 「ラ行 の子音」[弾音
(発音記号は/r/]も含 めて指導す る方 が よ り正確 になる。片 山 『英語音声学の基礎 』(pp.59～
61)からプ リン トを活用 して説 明を した後、
Warm-upとして、舌先が 口腔 内で どこに も触れ ない よ うに/ra・ri・ru・re・ro/と言 う練習を、
続いて 舌を しっか りと歯茎 に押 しあてて/la・li・lu・le・lo/と言 う練習を させ る。そ の時、 日本
語 の 「ラ行 の子音」 のよ うに弾 くことが ない よ うに してい るか ど うか も確認 させ る。そ の後、
/ra・ri・ru・re・ro//la・li・lu・le・lo/を3、4回繰 り返 し練習 させ るとそ の差が よ くわか り、続い
て対比に よる最小対語(read-leadetc)の練 習を させ る。 以後 、必要 に応 じて/r/や/1/に注意
を 向け るよ うに指導 してい ると、学生は この2音 の発音 の差にあ る程度確信を持つ よ うに なる。
5)二重母音
日本語にも 「あい(愛)」、「おい(甥)」、「あ う(会 う)」、「おう(追 う)」のように、英語の
二重母音に似ているものもあるけれど、それらはただ 「単音が連続」 したものである。
英語の二重母音は、二つの母音が一つに結合 して、最初の母音から次の母音へ緩やかに移行
するもので、前の母音の方がより強 く、より長 く発音され、後の母音は弱 く短 く消え入るよう
に発音される。従って、前の母音を 「主音」、後の母音を 「副音」と言 う。言い換えれば、英
語の二重母音は主音に始まって副音の方向に移動 し、副音が示す位置まで移動 しきらない うち
に終わって しまう 「一つの音」として一音節で発音される。
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(1)上 向き二重母音
主音か ら副音に移行す るとき、舌 の位置が/1/の方 向に移動す る もの3種 類/eI/、/aI/、/っ1/と
/i/の方 向に移動す るもの2種 類/av/、/01/合計5種 類 の二重母音 がある。/1/または/i/に
向か って上昇す るので上 向き二重母音 と呼ばれ る。
(2)中 向き二重母音
主音か ら副音に移行す るとき、舌 の位置が/o/に 向 うもの4種 類/P/、/εo/、/っo/、/U;/[米音]
の二重母音があ る。中央母音/o/の方 向に 向って集中す るので中 向き二重母音 と呼ばれ る。 な
お、英音は/っ0/の発音 はほ とん どな くな り、一般 に/っ:/のみが用い られてい る。
z工
e o
a o
(図2)
上向き二重母音
(図3)
中向き二重母音
1 z
e
ε
つ
だから、 日本語を母国語とする者にとっては、英語の二重母音が同じ大きさの発音記号で書
かれていることは間違いのもとである。多 くの英語学習者は 日本語と同様に二重母音を同じ強
さ、長さで発音する傾向がある。そこで、図2や 図3の ように示すと、英語の二重母音の理解
が容易になり、より正確に発音されることになる。
6)音声変化
英語の自然な話 しことばでは、その中に含まれる母音や子音が一音ずつ明瞭に発音されるの
ではなく、その周囲の環境によりさまざまな音の変化が起きることが多い。これは発音を滑ら
かにするために起こる現象で、それには音の連結 ・同化 ・脱落などがある。テキス トでは連結
の説明はあるので、緒方 『英語音声指導』から同化(pp.99～101)と脱落(p.103)のプリン トを
主に、説明を加える。
(1)同化
ある音が、後続または先行する音に影響を及ぼ して同じ音か似た音に変えた り、相互に影響
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し合 って変化す ることを 「同化」 とい う。分類法 の一つ、 同化 の作用に よる分類に よって説 明
をす る。
a)AB:進 行同化)
前 の音が後続す る音を 同化す る場合。
open/6upn/→/6upm/(/n/が前 の p/の影響 で/m/にな る)
　
serve/S:v/→reserve/riz6:v/(/s/が前 の 母 音 の 影 響 で 有 声 化 し て/z/にな る)
)
b)AB:逆 行 同化)
後続す る音が前 の音を 同化す る場合。
worth/W.:θ/→worthy/w6:6i/(/θ/が後 ろの母音 の影響で有声化 して/6/にな る)
　
gone/g6:n/→goneback/gb:mb詑k/(/n/が後 ろ の/b/の影 響 で/m/に な る))
c)AB:相 互 同化)
隣接す る二音が相互に影響 しあい、両者に似た別 の音に変化す る場合。
1./s/+/j/→/1/Imissyou.MissYukoYamadaishere.ロ ロ
2./z/+/j/→/3/IsyoursistercomingPDoasyoulike.ロ ロ
3./t/+/j/→/tl/Don'tyouknowhimPAren'tyoutiredPロ ロ
4./d/+/j/→/d3/WouldyouliketodancePDidyouhaveagoodtimeP
))
(2)脱落
音 の脱落は、 自然 な速度で話す ときに起 こ りやすい。
a)調 音点や調音法が近い子音が連続す る時、前 の子音が脱落す ることがあ る。
goodtime/g亡(d)taim/blackcoffee/blま}(k)k6fi/
sitdown/si(t)daun/blindman/blain(d)m3…n/
b)強 勢 のあ る音節 の後 に強勢 のない音節が二つ続 く時に、最初 の弱 い音節 の母音[θ]が脱
落す る。
chocolate/tld,k(o)la/mystery/mfst(o)ri/
c)強 勢 のない母音/o/に/1,r/と弱 い母音/o/が続 く時に、前の/o/が脱落す るこ とが ある。
camera/kin(o)r;/different/dff(e)ran/family/f3…m(o)li/
7)音 調[抑 揚]
話 し言葉で重要 な働 きをす る音調について、V.J.Cookは.46伽θ動競 砺oπ のIntroduction
(p.ix)の中で次 のよ うに述べ ている。
「音調 の間違いを耳にす る英国人は、外国人 の文法 の間違いを許容 して も音調 の間違いは許
容 しない。それは外国人が、人に対す る態度が間違 ってい るか らであ る。
『お早 よ う』 とい う挨拶 の言葉が美 しく発音 されていて も、音調が怒 りを帯びてい るよ うな
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らば、何 も言わ ない よ りも悲惨 な結果を招 く恐れがあ る」
そ こで先ず、1)上 昇調2)下 降調3)下 降 ・上昇調4)上 昇 ・下降調5)平 板調
の説 明を した後、頻度的に多い1)～3)の 文を テープで練習を、特に3)は 含み のあ る音調
で、例Ican'tcome▽today.「今 日は来 られ ないのだが(他の 日なら来れ るか も しれ ない)」
(cf.Ican'tcome＼today.「今 日は来れない」)
日本人 の学生には難 しい音調 なので、他に幾つか例をあげて練習を した。
そこで、テキス トの対話文で20課全てにおいて、テープを一通 り学生に聞かせた後、元へ戻
り、文における強勢のある語に強勢記号をつけさせ、 日本語と違って英語は強勢と強勢とがほ
ぼ等 しい間隔で現われる 「等時間隔性」があることにふれ、(日本語の 「機関銃のような リズ
ム」 と違 って)「波の うね りのような リズム」を理解させ、また文の途中や終わ りにおける抑
揚にも記号を付けさせ、十分に復習を して次の授業に臨めるように した。学生に少なくとも1
回は対話を行なわせた。もっとも、みんなの前で英語を読んだ り話 した りする機会が入学以前
にあまりなかったのか、何度も声を大きくするように注意 したが、声が小さいままであること
が多 く、学生が個々の単語を間違って発音 したとしても訂正が難 しい状況であったので、発音
の方は注意があまりできず、音調の指導に重きを置 く授業になった。
4.授 業 の ア ン ケ ー ト ・感 想
1999年度お よび2000年度入学者それぞれ の最初 の授業時に 「短大入学以前」 の音声教材に関
す るアン ケー トを、 また1999年度お よび2000年度 の最後 の授業時に 「授業を振 り返 って」 アン
ケー トを、特に2000年度 の場合は 「授業 の感想」 も求めた。そ の結果は次 の通 りであ る。 なお、
アン ケー トに答えた学生数は、1999年度は172人(上段)、2000年度は168人(下段)で ある。
1)短 大入学以前に関 して
(1)発音記号/(ほ とん ど)習 わ なか った ・少 し習 った ・か な り習 った ・無回答
35人(20%)llO人(64%)12人(7%)15人(9%)
42人(25%)107人(64%)8人(5%)ll人(6%)
(2)単語 の発音/正 確に発音す る自信が ない ・少 し自信があ る ・か な りあ る ・無回答
(2000年度 のみ)39人(23%)98人(58%)3人(2%)28人(17%)
(3)強勢 の違いに よる意味 の差[例 えばadancinggirl(踊り子)、adancinggi・1(踊ってい
る少女)](ほとん ど)習 わ なか った ・少 し習 った ・か な り習 った ・無回答
llO人(64%)17人(10%)5人(3%)40人(23%)
ll2人(67%)48人(28%)0人8人(5%)
(注)強さの程度は第1強 勢:(つ 記号、第2強 勢:(^)記号、第3強 勢:(')である
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(4)音調に よる意味 の差[lbegyourpardonを「上 り調子」で言 うと 「すみ ませんが も う一
度お願い します」、 「下が り調子」で言 うと 「ごめん なさい」 のよ うに意味が変わ る]
(ほとん ど)習 わ なか った ・少 し習 った ・か な り習 った ・無回答
101人(59%)13人(7%)5人(3%)53人(31%)
87人(52%)73人(43%)0人8人(5%)
(5)英語を読む[話 す]時 の リズム感[2000年度 のみ実施]
(ほとん ど)自 信が ない ・少 し自信があ る ・か な りあ る ・無回答
73人(43%)59人(35%)3人(2%)33人(20%)
2)音 声学の授業終了時
(1)単語 の発音/正 確に発音す る自信が ない ・
10人(6%)
17人(10%)
(2)文に強勢[強 弱]を つけて読む[話 す]
(ほとん ど)で きない ・あ る程度で きる ・か な りで きる ・無回答
24人(14%)122人(71%)ll人(6%)15人(9%)
30人(18%)106人(63%)8人(5%)24人(14%)
(3)文に音調[抑 揚]を つけて読む[話 す]
(ほとん ど)で きない ・あ る程度で きる ・か な りで きる ・無回答
41人(24%)96人(56%)20人(ll%)15人(9%)
37人(22%)85人(51%)4人(2%)42人(25%)
(4)英語を読む[話 す]時 の リズム感
(ほとん ど)な い ・あ る程度あ る ・か な りあ る ・無回答
22人(13%)105人(61%)ll人(6%)34人(20%)
29人(17%)106人(63%)6人(4%)27人(16%)
少 し自信があ る ・か な りあ る ・無回答
124人(72%)10人(6%)28人(16%)
ll8人(70%)8人(5%)25人(15%)
以上、英語音声学を学ぶ前 と後を比べてみ ると、学習 した効果が よ くわか るのであ るが、 ア
ンケー ト項 目よ りも学生 の 「生 の感想文」を記 した方が よ り明白なので、代表的 なものをい く
つか 列挙 す る。 なお、一 人 の学生 が、2、3の 項 目に関 して書 い てい る もの もあ り、総 数
(226)は実際 の学生数(168)をか な り上回 った。
発音(63)
・正確 な発音がで きるよ うに なった。 ・正 しい発音 の方法が身についた と思 う。
・本当 の発音に近付 くことがで きるよ うに なった。
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・r,1をは じめ、いろんな単語を習い、一寸だけ 自信を持 って話せ るよ うな気がす る。
・以前はr,1の区別 がつかなか ったが、今は何 とな くわ か るよ うにな った と思い ます。
・同 じ単語で も前後関係や ス ピー ドで発音記号が変わ った りす るのがわか りよか った。
例breadandbutter(/n/と発音す るのが とて も印象 的です)
リスニン グ(39)
・た くさん英語を聞いた ので リスニン グカがか な りついた と思 う。
・リスニン グの力がついて早い ス ピー ドの会話に も慣れ ることがで きた。
・リスニン グの力がついて英検 の リスニン グ問題 もあ る程度 とけ るよ うに なった。
・聞 く力がか な りつ きTOEFLの リス ニン グも前 よ りは聞 き取 ることがで きた。
・TVと かで英語 が話 され ていて も、ある程度理解 で きる よ うにな って きた。
リズム(25)
・リズムの勉強がで き、棒読みだ った英語が少 し英語 ら しくな り嬉 しか った。
・リズムを付けて読む と何か早 く読め るよ うに なって、す ご く嬉 しいです。
・リズムを付けて読む ことが大切であ ることがわか り、文に リズムを付け るよ うに なった。
強勢(18)
・文や単語 の強勢を学んだ ので、読む際に リズムに気を付け るよ うに なった。
・今 まで以上に文に強弱を付けて読む よ う心掛け るよ うに なった のが よか った。
・今 まで気に して なか った強勢や単語 の脱落 ・同化を学べて よか った。
発音記号(12)
・(うやむや だ った)発 音記号 がある程度わか る[読 める]よ うにな った。
・発音記号が どれだけ大切かが理解で きた よ うな気が します。
・発音記号が読め るよ うに な り、他 の教科に もとて も役立 ってい る。
英文を読む(ll)
・英文を流暢に読みたい と思 っていた ので、音声学を受け リズム感や強弱が勉強で きて、少
しは うま く読め るよ うに なった。
・今 まで よ りも本物ぼ く 「女 のパ ー ト」を読め るよ うに なった。
・前 よ り英文に リズムを付けて読め るよ うに な り、英文を読みたい気が高 まった。
音調[抑 揚](10)
・リズム感が ものす ご くつ き、やた らと音調を正確に話せ るよ うに なった。
・英語を話す時、 リズム感や抑揚を付け ることが とて も重要だ とい うことがわか った。
連結 ・同化(8)
・連結 ・同化を意識す ることで英語 ら しく文を言え るよ うに なった気がす る。
・今 まで洋楽を聞いていて疑問に思 っていた点(aslongas/ア ジ。/,promise迦/ミシ。一/
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が、本当にこんな感 じの発音なのか疑問だった)が 明らかになり嬉 しかった。
白紙 ・特になし(18)
その他(22)
・今まであまり考えたことのない発音も奥が深 く、プリン トや教科書を通 じて学べた。
・発音についてあまり勉強にならなかった。もう少 しネイティブの人の発音で勉強 したかっ
た。発音記号とかは役に立つのですか?
・結局、最後まで発音の違いや、音調の付け方はわか りませんで した。強勢については、高
校でも習っていたので、少 しだけ理解を深めることができました。
・音声学の勉強を して、もっと混乱 して しまいました。
5.中学校 ・高等学校学習指導要領
学生が発音記号を知らない[読 めない]こ とに関 して、外国語(英 語)学 習の目標や一年間
の授業時間数を、またその中での発音記号の取 り扱い方を知る手がか りとして、現行の学習指
導要領を調べてみた。
1)中学校学習指導要領 ・外国語編(英 語)(1989年改訂。1993年度から実施)
(1)目標の改善の要点(p.3)
教科の目標については、コミュニケーション能力を育成 し、国際理解の基礎を培 うた
め、次の点を重視 して改善 した。
ア 国際化の進展に対応 して、コミュニケーション能力を一層育成する。
イ コミュニケーションを積極的に図ろうとする態度を育てる。
ウ 外国及び我が国の言語や文化に対する関心を深め、国際理解の基礎を培 う。
(2)発音表記の指導(p.92)
「音声指導の補助 として、必要に応 じて発音表記を用いて指導 してもよいものとする」
その解説として、発音表記は、生徒にとって実際の音声を学習する橋渡 しの役割をつと
め、また、自学自習への道を開 くための補助手段としての意味を持つものであると言え
よう。
発音表記の指導については、すべての表記を系統的に指導するとか、いずれかの学年
で重点的に指導 しなければならないとい うものでもなく、必要に応 じて利用 していけば
よい。その際には、む しろ、発音表記の指導により生徒の負担が過重になることのない
ように配慮することが必要である。
(3)別表第2(p.101)
必修教科、道徳、特別活動、選択教科を含む一年間で学習する総授業時数がまとめて
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あ り選択教科の授業時数については、外国語は各学年において105から140までを標準と
する、とある。すなわち、各学年共一年間に外国語を学習する時間は、一週間に3時 間
から4時間とい うことになる。なお、この表の授業時数の1単位時間は、50分である。
2)高等学校学習指導要領 ・外国語編(英 語編)(1989年改訂。1994年度から実施)
(1)改訂の要点(pp.8,9)
改善の基本方針に基づいて、高等学校の外国語科及び各科 目について次のように改訂
した。
① 目標は、外国語を理解 し表現する力を養い、外国語で積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度を育てるとともに、言語や文化に対する関心を高め、国際理解を深
めること。
② 生徒の能力 ・適性等に応 じた指導が一層可能になるようにするため、科 目の構成を改
め、コミュニケーション能力の一層の育成を図ることを基本として、総合的な英語力
の育成に重点を置いた指導、聞 くこと及び話すことの能力の育成に重点を置いた指導、
読むことや書 くことの能力の育成に重点を置いた指導など、多様なカリキ ュラム編成
ができるように した。
③ コミュニケーション能力を育成するための言語活動を一層活発にするために、科 目に
より指定されていた言語材料を弾力化 した。
④ 国際理解の基礎を培 うため、教材選定の観点を改善 し明確化 した。
(2)外国語科に属する英語に関する科 目及びその標準単位数は、次のとお りである。
(PP.13,14)
科 目 標準単位数
英 語1 4
英 語]1 4
オ ー ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンA 2
オ ー ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンB 2
オ ー ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンC 2
リ ー デ ィン グ 4
ライ テ ィン グ 4
(注)「英語1」 は、英語を選択する生徒に最初に履修させる科目であ り、中学校の英語の内容との
関連を踏まえつつ、それを発展 し、聞 くこと、話すこと、読むこと及び書 くことの言語活動を
総合的に行なわせて学習させるものである。
「英語皿」は、「英語1」 を履修 した後、聞 くこと、話す こと、読むこと及び書 くことの言語
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活動を総合的に学習させるもので 「オーラル ・コミュニケーションA、B、C」 は、いずれの
学年でも履修させることのできる科目で、Aは 会話を中心、Bは 聞き取ることを中心、Cは 話
し合 うことを中心、とした言語活動を行なわせて学習させる、「リーディング」「ライティング」
は、「英語1」 を履修した後、それぞれ読むこと、書 くことの言語活動を重点的に行なわせて、
やや進んだ内容を学習させるものである。
(3)内容 の取 り扱い[発 音表記 の指導](p.28)
「音声指導 の補助 と して、発音表記を用いて指導す るよ う配慮す るものとす る」
そ の解説 と して、英語 の音声を習得す る際に、発音表記に慣れていて、それを見て音
声を再現す ることがで きれば、音声 の習得は よ り容易 なものとなる。 また、 自学 自習 の
有効 な補助手段 ともなる。
しか し、専門的に、詳 しく指導す ることは生徒に過重 な負担をかけ ることとなるおそ
れがあ るので、基本的 な表記について、必要に応 じて指導す ることが望 ま しい。
6.お わ りに
英語音声学は、科 目の性質上練習を多 く必要とする科 目で、正確を期すれば期するほど、練
習は次から次へと繰 り返 しが必要となる。音声学のテキス トは大なり小なり単語の練習に費や
すページ数が多いので、これだけでかなり単調な授業展開となりがちである。そこでその単調
さを少 しでも少なくして、授業の効果を少 しでも多 くする方法の一つとして試みたのが今回の
授業実践である。
話 し言葉としては、単語の発音の正確さよりも強勢や音調の果たす役割がずっと大きいので
音声学の授業ではあるけれども、音声学のテキス トではなく音声教材を使用 して、音声学で学
習すべき項 目を補助教材を使用 して補ってい く方法をとったわけである。幸いにも、学生には
この授業形態がかなり好評だったので、授業は、テキス トを教えるとい うより、テキス トで教
えることが大切であることを再確認 した。
また、学生が発音記号も知らないとい う意見に対 して、学習指導要領で確かめる限 りにおい
ては 「発音表記を用いて指導 してもよいものとする」(中学校)と か 「発音表記を用いて指導
するよう配慮するものとする」(高等学校)程 度であるか ら、筆記試験が主体の現在の受験体
制のもとでは、音声教育にあまり時間がかけられていないのが現状であるけれど、英語の綴 り
は、その読み方に関 してとても不規則であるから、発音記号を知る必要性は十分あるように思
われる。
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CAMBRIDGEInternationalDictionaryofEnglisi(CambridgeUniversityPress)1995
LONGMANDictionaryofContemporaryEnglisl・3rdEdition(Longman)1995
0XFORDAdvancedLearner'sDictionar・6thEdition(Oxford)2000
浅 野 博 『フ ェイ バ リ ッ ト英 和 辞 典 』(東 京 書 籍)1996
川 本 茂 雄 他3名 『講i談社 英 和 辞 典』(講i談社)1994
木 原 研 三 ・福 村 虎 治 郎 『新 グR一 バ ル 英 和 辞 典 』(三 省 堂)1994
國 広 哲 弥 他2名 『プ ロ グ レ ッ シ ブ英 和 辞典 』(小学 館)1999
小 西 友 七 編 集 主 幹 『ジ ー ニア ス 英 和 辞 典 』(大 修 館)1996
竹 林 滋 ・小 島 義 郎 『ライ トハ ウス 英 和 辞 典 』(研 究 社)1990
長 谷 川 潔 他3名 編 『ニ ュ ー プ ロ シ ー ド英 和 辞 典 』(ベ ネ ッセ)1995
宮 部 菊 男 ・杉 山 忠 一 『ロイ ヤル 英 和 辞 典 』(旺 文 社)1994
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